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第
二
節　

古
代
・
中
世　

上か
み
浦う
ら
Ｂ
遺
跡　

秋
葉
区
川
口

　

上
浦
Ｂ
遺
跡
は
、
新
津
工
業
団
地
の
造
成
に
伴
っ
て
、
新
津
市
教
育
委
員

会
が
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
約
七
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
発
掘
調
査

し
た
平
安
時
代
の
集
落
跡
で
あ
る
。
旧
新
津
市
域
で
は
、
そ
れ
以
前
に
行
わ

れ
た
磐ば

ん

越え
つ

自
動
車
道
造
成
等
に
伴
う
試
掘
調
査
に
よ
り
、
沖ち

ゅ
う積せ
き地

に
あ
る
古

代
の
遺
跡
が
非
常
に
広
範
囲
に
広
が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

た
。
上
浦
Ｂ
遺
跡
も
工
業
団
地
の
造
成
に
先
立
つ
試
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
地
下
約
一
メ
ー
ト
ル
の
地
層
か
ら
平
安
時
代
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
遺
跡
の
北
側
に
は

旧
河
道
が
あ
り
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
南
側
で
は
、
周
囲
を
溝
で
囲
ま
れ
た
総
柱
建
物
跡
一
棟
と
、
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら建
物

跡
二
棟
が
方
向
を
揃そ

ろ

え
て
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
近
く
に
は
井
戸
の
跡
や
畑
跡
と
推
測
さ
れ
る
畝
状
小
溝
、
ご

み
を
廃
棄
し
た
と
考
え
ら
れ
る
土ど

坑こ
う

が
多
数
見
つ
か
っ
た
。
出
土
遺
物
か
ら
九
世
紀
後
半
を
主
体
と
す
る
短
期

間
に
営
ま
れ
た
遺
跡
で
、河
川
交
通
に
よ
る
物
資
の
集
積
を
行
っ
た
屋
敷
跡
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

母
屋
と
考
え
ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
跡
は
、
桁け

た

行ゆ
き

五
間
（
一
二
メ
ー
ト
ル
）、
梁は

り

間ま

二
間
（
六
・
四
メ
ー
ト
ル
）

で
、
面
積
は
七
六
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル
。
束つ

か

柱ば
し
らは

検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
柱
穴
は
直
径
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
隅

図30　遺跡の位置
５万分１地形図「新津」
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第１章　新津丘陵周辺の遺跡

井戸

河川

畑

畑

倉庫

母屋

0 15m

丸
方
形
ま
た
は
隅
丸
長
方
形
で
、
直
径
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
柱ち

ゅ
う根こ
んが
よ
く
残
っ
て
い
た
。
建
物
の
周

囲
は
、
深
さ
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
排
水
溝
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
排
水
溝
か
ら
は
多
量
の
遺
物
が
出
土

し
た
。
総
柱
建
物
跡
は
旧
河
道
に
近
接
す
る
位
置
に
あ
り
、桁
行
三
間
（
八
・
五
メ
ー
ト
ル
）、梁
間
三
間
（
六
・

一
メ
ー
ト
ル
）
で
、
面
積
は
五
〇
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
母
屋
に
隣
接
す
る
倉
庫
で
あ
ろ
う
。

　

旧
河
道
や
建
物
の
周
辺
か
ら
は
土は

師じ

器き

の
埦わ

ん

や
須す

恵え

器き

の
坏つ

き

な
ど
、大
量
の
食
膳
具
が
出
土
し
た
。
中
に
は
、

「
赤
背
山
家
」・「
孝
」・「
物
」・「
二
」
な
ど
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
八
十
数
点
あ
っ
た
。

　

須
恵
器
は
佐
渡
小こ

泊
ど
ま
り
産
と
新
津
丘
陵
産
が
主
で
、
笹
神
丘
陵
産
が

若
干
あ
っ
た
。
土
師
器
は
す
べ
て
新
津
産
と
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、

希
少
な
も
の
と
し
て
奈
良
三
彩
の
小こ

壺つ
ぼ

が
一
点
出
土
し
た
。
他
の
遺

物
よ
り
も
古
い
時
期
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
貴
重
な
品
物
と
し
て

伝
世
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ほ
か
に
は
袋
状
鉄て

っ

斧ぷ

や
鍬く

わ

先
な
ど
の
鉄
製
品
や
砥と

石い
し

、
鍛か

冶じ

関
連
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

図31　遺構配置図　『黒埼町史』通史編掲載
図から作成

図32　復元された奈良三彩小
壺　高さ4.9センチメートル


